
平
成
二
十
四
年
九
月
五
日
提
出

質

問

第

四

二

四

号

政
府
に
よ
る
竹
島
問
題
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博

424



政
府
に
よ
る
竹
島
問
題
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
八
月
十
日
、
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
竹
島
を
訪
問
し
た
。
右
を
受
け
、
政
府
と
し
て
竹
島
問
題
を
国
際
司
法
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
提
訴
す
る
準
備
を
進
め
、
同
月
二
十
一
日
、
韓
国
政
府
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
へ
の
提
訴
に
向
け
た
合
意
付
託
の
提

案
と
、
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
交
換
公
文
（
昭
和
四
十
年
条
約
第
三
十
号
。
以
下
「
交
換
公

文
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
調
停
の
提
案
を
行
っ
た
」
と
承
知
す
る
。
右
の
経
過
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第

三
七
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

韓
国
と
し
て
は
、
「
そ
も
そ
も
独
島
の
領
有
権
に
関
す
る
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
の
が
見
解
で
あ
り
、
今
回
我
が

国
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、
事
実
、
本
年
八
月
三

十
日
、
同
国
政
府
は
前
文
の
我
が
国
の
提
案
を
公
式
に
断
っ
て
き
た
。
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

二

一
の
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
場
合
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
と
し
て
、
同
国
政
府
の
対
応

に
つ
い
て
予
断
を
持
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
く
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
我
が
国
政
府
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
も

現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
。
韓
国
政
府
が
我
が
国
の
提
案
を
断
っ
た

今
、
政
府
と
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
単
独
で
提
訴
す
る
方
針
で
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
事
は
、
竹
島
の
領
有

一



権
を
巡
る
問
題
が
日
韓
間
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
広
く
国
際
社
会
に
認
知
さ
せ
、
国
際
世
論
を
我
が
国
に
有
利
な
形
で
喚
起

す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
右
の
観
点
か
ら
、
今
後
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
、
明
確
に
説
明
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


